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③

[

宗

安

小

歌

集

□

l

写

本

一

冊

美

漉

判

列

帖

装

り

c
 

（
常
磐
松
文
庫
）

「

慶

長

・

元

和

頃

写

」

題

筑

・

内

題

な

し

中

惟

歌

謡

参

考

業

務

シ

リ

ー

ズ

展

示

古

書

籟

紹

介

こ

の

宗

安

小

歌

集

は

、

閑

吟

集

と

隆

達

小

歌

の

間

に

位

置

し

、

小

歌

の

過

渡

期

を

示

す

資

料

で

あ

る

。

沙

弥

宗

安

が

絹

者

で

あ

る

が

、

い

か

な

る

人

物

か

は

、

不

明

で

あ

る

。

ま

た

成

立

年

代

も

室

町

末

期

か

ら

江

戸

初

期

以

前

と

お

お

ま

か

に

し

か

限

定

で

き

な

い

。

な

お

こ

の

宗

安

小

歌

集

は

、

笹

野

堅

氏

所

蔵

本

（

笹

野

氏

が

「

室

町

時

代

小

歌

集

」

と

し

て

、

影

印

・

翻

刻

さ

れ

て

い

る

が

、

原

本

は

現

在

所

在

不

明

）

一

本

し

か

な

く

、

本

館

所

蔵

本

は

、

全

十

九

首

（

う

ち

一

首

重

複

）

し

か

な

い

抄

本

で

あ

る

が

、

貴

重

な

異

本

で

あ

る

。

向

隆

達

小

歌

（

常

磐

松

文

庫

）

巻

子

本

一

巻

（

五

十

首

）

奥

書

な

し

「

江

戸

初

期

写

」

符

点

入

隆

達

小

歌

は

、

堺

の

隆

達

が

、

隆

達

節

小

歌

と

い

わ

れ

る

ほ

ど

、

中

世

小

歌

の

詞

章

や

曲

節

を

洗

練

さ

せ

た

も

の

で

、

安

土

桃

山

後

期

に

、

そ

の

隆

盛

を

き

わ

め

た

。

本

館

所

蔵

本

は

、

他

の

隆

達

小

歌

が

百

章

、

百

五

十

章

、

二

百

章

、

三

百

章

な

ど

多

数

の

詞

章

を

収

録

し

て

あ

る

な

か

で

五

十

章

と

少

量

で

は

あ

る

が

、

最

近

、

巻

子

の

継

紙

の

順

序

違

い

が

発

見

さ

れ

、

注

目

を

集

め

て

い

る

一

品

で

あ

る

。 工
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ち

ら

し

書

き

（
本
館

料

紙

色

変

中

世

歌

謡

は

、

大

き

く

分

け

て

三

つ

の

時

期

に

大

別

で

き

る

。

前

期

に

今

様

・

宴

曲

・

平

曲

、

中

期

に

田

楽

・

猿

楽

等

の

能

謡

狂

言

歌

謡

、

そ

し

て

後

期

に

は

、

小

歌

・

幸

若

舞

曲

・

田

植

堆

紙

系

歌

謡

等

の

音

曲

を

も

っ

た

歌

謡

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

中

で

、

本

館

所

蔵

の

宴

曲

、

小

歌

の

資

料

を

中

心

と

し

て

紹

介

し

て

い

き

た

い

0

宴

曲

は

、

別

称

i

「

早

歌

」

と

い

わ

れ

、

当

初

は

上

流

費

族

の

宴

席

で

う

た

わ

れ

、

初

期

は

短

小

詩

で

あ

っ

た

が

、

発

展

し

て

「

物

づ

く

し

」

や

「

道

行

」

と

い

っ

た

長

形

式

に

移

行

し

た

。

し

か

し

南

北

朝

期

・

室

町

期

に

高

潮

期

を

む

か

え

、

次

第

に

、

「

早

歌

う

た

い

」

と

い

わ

れ

る

門

付

遊

芸

者

の

歌

謡

に

変

容

し

、

後

期

歌

謡

の

中

心

で

あ

る

小

歌

に

そ

の

地

位

を

誤

ず

る

の

で

あ

る

。

小

歌

は

、

民

衆

の

生

活

感

情

を

素

直

に

表

出

し

、

民

衆

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

発

露

と

し

て

発

展

、

洗

練

さ

れ

て

い

く

、

初

期

的

に

は

、

「

閑

吟

集

」

が

代

表

で

あ

り

、

「

宗

安

小

歌

集

」

、

「

隆

達

小

歌

」

と

し

て

開

花

す

る

の

で

あ

る

。

い

[

婆

曲

十

七

帖

]

(

常

磐

松

文

庫

）

明

空

絹

写

本

十

七

冊

（

九

集

）

美

礫

判

奥

書

・

外

題

な

し

「

明

治

期

写

」

艇

譜

・

朱

書

入

n
宴

曲

十

七

帖

LJ

の

内

訳

は

、

描

要

目

録

一

冊

・

宴

曲

集

互

冊

．

宴

曲

抄

三

冊

・

真

曲

抄

一

冊

・

究

百

集

一

冊

・

拾

菓

集

二

冊

・

拾

菓

抄

一

冊

・

別

紙

追

加

曲

一

冊

・

玉

林

苑

二

冊

で

あ

る

。

編

者

明

空

は

、

宴

曲

の

集

大

成

者

で

あ

り

、

作

詞

、

編

曲

、

作

曲

も

手

が

け

、

在

来

の

宴

曲

を

一

新

し

、

発

展

さ

せ

た

功

労

者

で

あ

る

。

「

撰

要

目

録

」

に

よ

っ

て

、

鎌

倉

時

代

の

宴

曲

の

名

手

の

人

名

も

確

認

さ

れ

る

。

こ

の

[

宴

曲

十

七

帖

]

は

、

本

館

所

蔵

の

「

宴

曲

抄

」

（

貼

紙

に

ヽ

明

治

四

十

五

年

京

都

府

立

図

蜜

館

本

の

転

写

の

由

が

あ

る

）

と

同

様

の

影

写

本

と

思

わ

れ

、

筆

勢

が

似

て

お

り

、

料

紙

が

新

し

い

こ

と

な

ど

か

ら

、

明

治

期

の

写

本

と

推

定

し

て

い

る

。

③

閑

吟

集

（

常

磐

松

文

庫

）

写

本

複

製

版

一

冊

昭

和

五

十

一

年

ほ

る

ぷ

出

版

刊

原

本

は

宮

内

庁

叡

陵

部

蔵

続

群

諧

類

従

本

閑

吟

集

は

、

そ

の

真

名

序

に

「

永

正

戊

寅

穐

八

月

」

と

あ

り

、

仮

名

序

と

あ

わ

せ

る

と

、

成

立

は

、

永

正

十

五

年

秋

八

月

、

編

者

は

富

士

の

逮

望

で

き

る

庵

に

住

む

一

隠

者

で

あ

る

が

、

誰

な

の

か

は

、

賭

説

あ

り

未

詳

で

あ

る

。

な

お

閑

吟

集

は

、

小

歌

は

も

と

よ

り

、

早

歌

、

狂

言

小

歌

、

大

和

節

、

田

楽

節

等

の

猿

楽

能

謡

の

小

歌

節

歌

謡

の

集

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

．

期

昭

和

五

十

八

年

十

月

十

七

日

i
十

一

月

五

日


